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まえがき 

 
我が国製造業は国内総生産（GDP）の約 2割を占め、引き続き重要な産業として位置付け

られる。製造業の企業業績は改善傾向にあり、従業員への利益還元も中小企業に広がりつつ

ある。しかし、製造業を取り巻く環境をみると、グローバルレベルでの企業間競争は依然と

して厳しく、また、I o T（Internet of Things）や AI（人工知能）など新たなデジタル化の

波も押し寄せており、基盤技術を高めていくことが引き続き重要である。労働力人口が減少

する我が国においては、製造業においても一人ひとりの労働者が生み出す付加価値を高める

労働生産性の向上が不可欠であるとともに、潜在的な労働供給力の大きい女性の活躍を促進

することが求められる。

そこで当機構では、厚生労働省からの要請もあり、ものづくり産業における労働生産性を

上げるための人材育成等の取り組みの実態や、女性の就業促進に向けた取り組みの実態を把

握するための企業アンケート調査を実施した。本報告書は、同調査の結果をとりまとめたも

のである。なお、調査データの一部は、平成 28 年（2016 年）5 月に閣議決定された「平成

27年度ものづくり基盤技術の振興施策」（平成 28年版ものづくり白書）にも活用されたとこ

ろである。

調査にご回答いただいた企業にこの場をお借りしてあらためて感謝申し上げたい。本報告

書が関係各位の方々に少しでも役に立つものになれば幸いである。

2017 年 3 月

 
独立行政策法人労働政研究・研修機構

理 事 長  菅 野  和 夫 
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